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§１．研究成果の概要 

 

本研究では，文字列，生物学的配列，時系列などの多様な系列データに加え，ラベル付き木・グラ

フをも包含する広義文字列を対象とするアルゴリズム開発を行った．n を入力サイズ，σをアルファ

ベットサイズ，d をスライド窓サイズとする． 

(a) 動的文字列データ処理：DNA・RNA 配列などにおいて重要な役割を果たす回文構造，およ

び，PCR プライマー設計などに動機を持つ極小ユニーク部分文字列を，それぞれ O(n logσ)

時間・O(d)領域で計算するオンラインアルゴリズムを示した 1)．いずれにおいても，接尾辞デー

タ構造の組合せ的性質を巧みに利用することが処理効率化の鍵であった． 

(b) 広義文字列の数理とアルゴリズム：文字列集合のコンパクト表現であるラベル付き木に含まれ

る反復構造を O(n loglog n)時間・O(n)領域で求めるアルゴリズムを示した 2)．さらに，時系列デ

ータ処理のためのデカルト木照合をラベル付き木上で実行可能な世界初の索引データ構造

を開発した．加えて，文字列構造を反映したパラメタ化照合に対する現在最高速の索引デー

タ構造を開発した 3)．デカルト木照合とパラメタ化照合は，ともに SCER と呼ばれるパターン照

合の枠組みに属する近似照合の一種であり，共通するアルゴリズム的テクニックを駆使して両

成果を導いた． 

(c) 文字列反復性指標と圧縮：圧縮感度という新指標を導入した．これは，(1)圧縮率，(2)圧縮・展

開速度，(3)検索可能性という従来の圧縮アルゴリズムの評価指標に続く，第４の評価指標であ

る．文法圧縮，LZ 系圧縮，双方向スキーム，文字列アトラクタ，部分文字列複雑性などに対し

て，感度の非自明な上界と下界を与えた 4)．その多くは，上界と下界が合致するタイトな結果と

なっている．加えて，定数感度の文法圧縮 GCIS に着目し，圧縮パターン照合のための

GCIS-index 圧縮索引構造を開発した 5)． 
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